
平成３０年度 学校図書館教育全体計画 草津町立草津中学校

基本法令等 学校教育目標 生徒の実態

・日本国憲法・教育基本法・学校教育法 心豊かで、高い知性をもつ、健康な生徒の育成 素直で明るく挨拶ができる生徒が多いが、
・人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 規範意識や自己判断力の弱い生徒がいる。

・人権教育・啓発の推進に関する群馬県基本計画 具体目標
・群馬県人権教育の基本方針 ・豊かな心を育てる。 （思いやりのある生徒）
・群馬県人権教育充実指針 ・ものの見方や考え方を育てる。（主体的に学習する生徒） 保護者・地域の実態
・学校教育の指針 ・健全な生活態度を育てる （自主的に生活する生徒）

保護者は地元と他から働きに来ている人等
様々で、学校への関心に大きな差がある。全

校内研修主題 体としては協力的である。

主体的、協働的に取り組む生徒の育成
～対話的な活動と人間関係づくりを通して～

図 書 館 教 育 目 標

○ 読書習慣の確立と読書に親しむ態度の育成。
○ 問題解決のために、学校図書館や公共図書館を積極的に活用する生徒の育成。
○ 学校図書館の環境整備。

第１学年の重点 第２学年の重点 第３学年の重点

読書を楽しもうとする態度を養い、 読書の幅を広げ、進んで読もうとする態 広い視野に立った適切な読み物を選んで読もう
図書室に通う習慣を身に付けさせると 度を身に付けさせるとともに、図書室利用 とする習慣を身に付けさせるとともに、図書や新
ともに、図書室の基本的な利用の仕方 の仕方・検索の仕方を身に付けさせる。 聞等の多様な資料を適切に活用する方法を身に付
・調べ方を身に付けさせる。 けさせる。

各教科 道 徳 特 別 活 動 総合的な学習の時間

・授業のねらいにせまる学習を行 ・図書館資料の情報を活用しな ・朝読書を始め、図書館及びその ・図書館やその資料を活用して、
うために、学校図書館から資料を がら、価値項目の意味に気付い 資料を活用する学級活動を通し 調べ学習などをしながら、適正に
検索し、必要な情報を選択できる たり、自分との関わりをもとに て、読書に親しむ態度や習慣を身 情報を処理したり、思考・判断す
ようにする。。 まとめたりできる。 に付ける。 る力を見に付けたりする。
・図書館や図書館前のスペース、 ・様々な資料を通して、道徳的 ・生徒会活動（図書委員会）にお ・情報活用能力を全学年で系統的
及びその資料を活用しながら、課 心情を豊かにし、自分と異なる いて、学校図書館や学級文庫の管 に学習して学び方を身に付け、計
題解決に必要な、思考力・判断力 考えを尊重したり、自主的に判 理、本の選定、運営などを行い、 画的に図書を用いた調べ学習を取
・表現力を身に付ける。 断してりできるようにする。 生徒の読書への関心を高める。 り入れる。

具体的な指導事項

読書センター 学習センター 情報センター その他

・図書館及び図書館前スペースを活用し、 ・各教科の教育課程において､図書館やその ・年度当初等に、図書館の利用の仕方や、 ・図書館が生徒の
新刊図書コーナーや季節に合わせた図書、 資料を使用する単元や授業を位置づける。 図書の配置について指導し、継続的に図書 心のやすらぎの場
授業と関連する本を展示し、生徒の興味や ・各教科担当と学校図書館司書や図書館担 館を利用できるようにする。 所となるように、
関心を引く。 当教諭が連携をとり、教科等のねらいに迫 ・国語の授業を中心として、情報教育の拠 レイアウトや掲示
・生徒が読みたい本を知るために「リクエ るために必要な図書の選定、貸与、購入を 点として、図書を用いた調べ方や、調べた 物の工夫をする。
ストＢＯＸ」を図書館に設置して、生徒の 行う。 い情報の集め方、情報の活用の仕方につい ・他の生徒会専門
意見が反映しながら新しい図書を選定す ・図書館の中に生徒の学習に役立つ本をそ て指導する。 委員会等と連携し、
る。 ろえ、図書館を学習の場として活用する。 ・教育活動のねらいの達成に向け、必要な 書架の整備や点検
・図書館のドアを開放し、開かれた図書館 ・１クラスの生徒が座って学習できる机と 図書の計画的な購入を行う。また、適切に を定期的に行い、
にする。 椅子、ホワイトボードを用意し、授業で使 図書を除籍し、廃棄していく。 生徒が安全に図書
・各学級に生徒の興味や実態に合わせた学 いやすい環境を作る。 ・図書の他にも冊子やパンフレット等の情 に親しむことがで
級文庫を設置し、朝読書の時間を確保して ・移動式書架を用意し、授業に応じて図書 報を集め、生徒が様々な情報に触れること きるようにする。
読書の習慣化を図る。 を入れ替えることで、図書館以外でも図書 ができるようにする。 ・図書館利用につ
・生徒会活動（図書委員会）の生徒により、を活用した学習ができるようにする。 ・図書館の隣の司書室を活用し、必要に応 いて生徒へのアン
図書の貸し出しや、図書館の環境整備、イ ・辞書や辞典は定期的に新しいものをそろ じて資料を保管したり、移動したりできる ケートを定期的に
ベントや図書コーナーなどの企画、図書便 え、調べ学習に役立つようにする。 ようにする。 実施し、現状を把
りの発行などを行い、生徒が活躍しながら ・各教室に生徒分の国語辞典を用意し、授 ・レファレンス機能が充実するように、図 握して、学校図書
図書館の環境を充実させることができるよ 業の中でいつでも辞書を活用できるように 書館司書や教職員は研修を積み、実践でき 館教育の改善に生
うにする。 する。 るようにする。 かす。

家庭・地域との連携 公共図書館との連携

・読書について家庭への啓発を進め、家庭におけ ・草津町立図書館や群馬県立図書館を中心とした
る読書の習慣化を図る。 公共図書館に協力を依頼し、図書の貸し出しや情
・地域の公民館や資料館からの資料を集める。 報提供などを求め、積極的な交流を図る。
・学校便りや図書便りを通して、本校における読 ・群馬県立図書館から「朝の読書推進セット」を
書指導や図書館環境の様子を定期的に伝え、学校 借り受け、朝読書の充実を図る。
図書館教育への理解や、環境整備・資料充実への ・公立図書館等の研修に参加したり、出前講座を
協力を図る。 活用したりして、教職員の研修に生かす。




